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要 約

県内産イネホールクロップサイレージ(イネ WCS)と醤油粕など地域飼料資源を活用し

た発酵完全混合飼料(発酵 TMR)を試作し、黒毛和種育成牛等への給与試験を実施した。

また、TMR センターの県内整備について検討するため、県内養牛農家に対して TMR の

利用調査等を実施し、関係機関と協議を行った。

１ 育成牛用の発酵 TMR は、女性、高齢者でも取り扱い可能な 40L 小袋で梱包し、給与

したところ、発育は(公社)全国和牛登録協会が示す正常発育の平均以上を推移し

た。給与期間において飼料費で 17%、労働力で 30%の削減効果が認められた。

２ 繁殖雌牛用に試作した発酵 TMR を分娩２ヵ月前から給与したところ、栄養度や分娩

産子に異常は認められなかったものの、空腹ストレスと考えられるヘビ舌等の異常行

動が確認された。そこで、追試として消化性の低いバガスを加えた発酵 TMR を給与

し、その効果を検証したが、ヘビ舌行動は、およそ半数で確認された。

３ TMR 利用調査で回答のあった養牛農家のうち、肉用牛農家 57 戸、酪農家 15 戸の計

72 戸から、TMR の利用希望があった。

４ TMR センターの県内整備については、中核となる人材や組織・団体がないことや需

要量の継続的な見通しが立たないことなどから、現状では困難と考えられた。また、

発酵 TMR の推進には、モデル農家の設置などにより、農家のさらなる理解を得る必要

があると考えられた。
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緒 言

地域飼料資源である食品製造副産物を有効活用

するため、家畜飼料への利用が注目されている。

これらの副産物は栄養価が高いことから家畜飼料

の栄養源としての活用が期待されており、その保

存方法や給与効果、家畜に及ぼす影響等について

研究が行われてきた 1)2)3)。近年、さらに発酵完全

混合飼料(発酵 TMR)の素材として有用なことも報

告されている 4)。

また、イネホールクロップサイレージ(イネ

WCS)は、耕畜連携の推進、中山間地域及び休耕水

田の有効活用、自給飼料の増産などを目的にその

利用が進められており、適正な給与方法が検討さ

れてきている 5)6)7) 。

一方、県内の和牛繁殖農家では高齢化が進み、

不足する労働力の軽減や、収益性改善のための

飼料費の節減が課題となっている。

そこで、県内産自給粗飼料のイネ WCS と地域

飼料資源を組み合わせてコストを抑えた発酵 TMR

を試作し、さらに、育成牛での試験では、高齢

者や女性でも利用できる 40L 小袋で梱包して、

その給与効果を調査した。

また、TMR センターの県内整備を検討するため、

関係機関と協力し、養牛農家に対する TMR の利

用調査を実施し、その協議を行ったので、その

概要を報告する。

材料及び方法

１ 育成牛用発酵 TMR の給与試験

イネ WCS(品種：たちすずか)と地域飼料資源の

醤油粕を活用した育成牛用発酵 TMR を試作し、

40L 脱気弁付きビニール袋で梱包(15kg)した。

＊１：現 岡山県営食肉地方卸売市場 ＊２：現 備前県民局
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(１) 対象家畜

畜産研究所飼養黒毛和種育成牛(去勢) ３頭

育成牛(雌) １頭

(２) 供試飼料

配合割合は、醤油粕を現物中 20%以内とし、不

足する粗タンパク質（CP)は大豆粕で補充した。

また、非繊維性炭水化物(NFC)は、圧ペンとうも

ろこしと一般ふすまで充足し、粗繊維(CF)性を

確保するためイタリアンライグラス乾草を配合

した。

その結果、主体飼料となるイネ WCS の混合割

合は、42.65%となった(表１、表２)。

(３) 調査項目

１) 飼料採食量

２) 発育状況

牛体測定（体重、体高、胸囲、腹囲）

３) 血液性状

グルコース(GLu)、血清尿素窒素(BUN)、血中

総コレステロール(T-cho)

４) コスト及び労働力

① 飼料費

② 労働時間

図１ 40L 小袋

２ 育成牛用発酵 TMR の農家実証

所内試験で効果の認められた育成牛用発酵 TMR

の効果を新見市内の繁殖経営農場で検証した。

(１) 対象農場 新見市内繁殖経営農場

(２) 対象家畜 黒毛和種育成牛(去勢) ３頭

育成牛(雌) ３頭

(３) 梱包方法 40L 脱気弁付きビニール袋

表１　発酵TMRの配合割合 表２　発酵TMRの飼料成分　

原料名 (%) 成分名 (%)

イネWCS 42.65 水分 51.3

醤油粕 15.44 粗タンパク質(CP) 7.8

圧ペンとうもろこし 16.18 粗脂肪(EE) 3.0

大豆粕 5.89 可溶性無窒素物(NFE) 28.1

一般ふすま 3.68 粗繊維(CF) 5.4

イタリアン乾草 1.46 粗灰分(CA) 4.4

水 12.70 酸性デタージェント繊維(ADF) 10.1

計 100.00 中性デタージェント繊維(NDF) 22.0

(４) 調査項目

１) 発育状況

牛体測定（体重、体高）

２) 栄養度（調査終了時、触診による）

３ 繁殖雌牛用発酵 TMR の給与試験

イネ WCS(品種：たちあやか)と地域飼料資源で

ある醤油粕、茶殻を用い、500L フレコンバック

で発酵 TMR を試作し、分娩前２ヵ月から給与し

て比較給与試験を行った。TMR の国産飼料割合は、

56.7%となった。

分娩前後の増し飼い時期を想定したもので、

粗飼料を小麦ワラで増量し、圧ペンとうもろこ

しや一般ふすまで TDN を確保し、DM、TDN、CP の

充足率を 105 ～ 115%に調整した。

水分は約 50%に調整して、混合調製の均一化と

異常発酵防止を図った。（表３、表４)

(１) 対象家畜

黒毛和種繁殖雌牛 各区５頭

(２) 給与飼料

１) 試験区

発酵 TMR14kg(CP4.5%、TDN61.7%)

２) 対照区

小麦ワラ 5.0kg、ふすま 1.2kg、圧ペンとうも

ろこし 0.6kg、脱脂大豆 0.9kg

(CP5.4%、TDN60.2%）

(３) 給与方法 朝夕２回制限給与

(４) 調査項目

１) 牛体測定(体重）

２) 栄養度(触診)

３) 血液性状

① 血液検査

赤血球数(RBC)、ヘマトクリット(Ht)、ヘモ

グロビン(Hg)、白血球数(WBC)

② 生化学検査

アルブミン(ALB)、GLU、BUN、T-cho、アスパ

ラギン酸トランスアミナーゼ(GOT)

表３　発酵TMRの配合割合 表４　発酵TMRの飼料成分

原料名 (%) 成分名 (%)

イネWCS 51.64 水分 51.9

小麦ワラ(輸入) 20.65 CP 4.5

醤油粕 2.75 EE 1.2

圧ペンとうもろこし 2.75 NFE 27.0

大豆粕 4.13 CF 11.2

一般ふすま 4.13 CA 4.2

茶殻 2.10 ADF 15.7

水 11.85 NDF 22.0

計 100.00
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４ 繁殖雌牛用発酵 TMR の給与試験(追加試験)

分娩前からの給与試験で空腹ストレスと考えら

れるヘビ舌等の異常行動が認められたことから、

消化性の低いバガスを配合し、追加試験を行った。

また、国産飼料割合を高めることで、さらに低

コスト化を図った発酵 TMR とした。配合はイネ

WCS(品種:たちあやか)に醤油粕と茶殻を活用し

て国産飼料割合 87%の維持期飼料とした。茶殻は

現物中５%以内とし、NDF は DM 中 50%を目安にし

た。不足する CP は醤油粕を補充し、さらに、発

酵 TMR で不足する CP は大豆粕を 0.2 ～ 0.4kg/日

追加した(表５、表６)。

(１) 対象家畜 黒毛和種繁殖雌牛 ５頭

(２) 調査項目

１) 分娩前後の経過

牛体測定、栄養度、産子性状

２) 異常行動

５ TMR 利用調査及び普及に向けた取り組み

試験と並行して、TMR センターの県内整備を検

討するため、養牛農家に対する TMR の利用調査

を次のとおり実施するとともに、庭先で給与量

を検討できる飼料設計ファイルを作成した。

(１) TMR 利用調査

１) 目的

TMR センターの県内整備を検討するため

２) 調査対象

県内養牛農家全戸

３) 調査方法

① 肉用牛農家

各農家に郵送で調査用紙を配布・回収

② 酪農家

おかやま酪農業協同組合集乳便で調査用紙

を配布・回収

４) 協力機関

(一社)岡山県畜産協会、全国農業協同組合

連合会 岡山県本部、おかやま酪農業協同組合

５) 調査票

図２のとおり

表５　発酵TMRの配合割合 表６　発酵TMR飼料成分

原料名 (%) 成分名 (%)

イネWCS 77.73 水分 57.2

バガス 12.95 CP 3.3

醤油粕 4.66 EE 1.6

茶殻 4.66 NFE 22.1

計 100.00 CF 9.8

CA 6.0

ADF 14.6

NDF 21.2

図２ TMR 利用調査票
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(２) 普及に向けた取り組み

TMR の普及に向け、飼料設計を迅速かつ効率的

に実施する飼料設計のシミュレーションファイ

ルを作成するとともに、関係機関の協力を得て、

活用研修等を計画し、実施した。

６ TMR センター及び流通体制整備の推進協議

試作した発酵 TMR の給与試験成績と TMR 利用調

査の結果をもとに、TMR センターの県内整備に向

けた協議を、次の関係機関と進めた。

(１) 生産者団体

全国農業協同組合連合会岡山県本部、おかやま

酪農業協同組合

(２) 飼料メーカー

JA 西日本くみあい飼料(株)

(３) 行政機関

岡山県農林水産部畜産課他

結果及び考察

１ 育成牛用発酵 TMR の給与試験

(１) 飼料採食量

発酵 TMR 給与による飼料採食量の推移を図３

に示した。噌好性に問題はなく、飼料採食量は

４ヵ月齢では１頭あたり 6.4kg であったものが、

８ヵ月齢では 14.5kg に達した。

図３ 飼料採食量の推移

(２) 発育状況

発育状況(体重及び体高、胸囲腹囲差)を表７、

８に示した。去勢、雌ともに発育は、全国和牛

登録協会の示す正常発育の平均以上を推移し、

胸囲腹囲差もあり、ルーメンの発達も確保され

ていることが推察された。
表７　育成牛(去勢）の発育状況

月齢 4 5 6 7 8

体重(cm) 144.5 179.5 218.6 250.3 289.7

体重σ 1.9 2.0 2.1 1.8 1.8

体高(cm) 98.8 104.3 107.1 110.3 114.8

体高σ 2.0 2.3 1.6 1.4 1.7

胸囲腹囲差(cm) 16.0 28.7 35.7 34.8 35.0

(mg/dl)
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(３) 血液検査結果

血液検査結果を図４、図５、図６に示した。

栄養度に大きな変化が見られない中、BUN 及び

GLU は、標準領域内を推移し、T-cho が増加傾向

を示したことから、発酵 TMR の採食量が増加し、

揮発性脂肪酸の合成が亢進されたものと推察さ

れた。

図４ GLU の推移(点線は正常範囲)

図５ BUN の推移(点線は正常範囲)

図６ T-cho の推移(点線は正常範囲)

表８　育成牛（雌）の発育状況

月齢 4 5 6 7 8

体重(cm) 132.5 160.0 187.5 218.0 248.0

体重σ 1.3 1.0 0.8 0.8 0.8

体高(cm) 96.9 104.6 103.6 107.8 112.8

体高σ 1.5 1.2 0.8 1.0 0.9

胸囲腹囲差(cm) 20.0 31.0 27.0 29.0 25.0
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(４) コスト及び労働力削減効果

４ヵ月齢からの試験期間における飼料費を、

当研究所が行う｢四ツ☆子牛育成マニュアル｣に

よる飼料給与プログラム８）と比較したところ、

DM 単価 74.1 円/kg のものが、発酵 TMR では、DM

単価 60.8 円/kg、加工賃 6.5 円/kg の計 67.3 円

/kg となり、17%削減された。

また、飼料給与時間は、育成牛 20 頭で１日あ

たり 86 分から 60 分となり、30%削減された。

このことから、小袋発酵 TMR の給与で経費の節

減及び労働力の軽減につながると推察された。

２ 育成牛用発酵 TMR の給与実証

育成牛去勢、雌ともに嗜好性はよく、発育も

良好に推移した(図７)。

図７ 発育状況

試験実施農家から、小袋発酵 TMR は、一人で持

ち運びでき、開封後すぐに給与できる点や、一度

に飼槽に移せることから労力の軽減にもつながり、

便利であるとのコメントが得られた。

３ 繁殖雌牛用発酵 TMR の給与試験

(１) 体重の推移及び栄養度の変化

分娩前後の体重の推移及び栄養度の変化を、

図８に示した。

図８ 分娩前後の体重と栄養度の変化

分娩前後で試験区、対照区の体重に大きな差

はなく、栄養度も測定６部位の平均は５で推移

し、飼料に起因する過肥や削痩はなかった。

しかし、試験区の 80%で空腹ストレスと考えら

れるヘビ舌、異物舐め等の異常行動が観察され

た。これらの異常行動は、対照区には認められ

なかったことから、発酵 TMR 作製時に粗飼料を

細断することや発酵による粗繊維分解による反

芻行動の減少によるものと考えられた。

(２)血液検査

試験期間中の血液一般検査及び血液生化学検

査の結果を表９に示したが、特に異常は認めら

れなかった。

(３)分娩状況及び産子の成績

分娩状況及び産子の成績について、異常は認

められなかった(表 10)。

表９ 血液検査成績

RBC Ht Hg WBC ALB GLU BUN T-cho GOT
(x10⁴/µL) (%) (g/dL) (x10²/µL) (U/L) (mg/dL) (g/dL) (mg/dL) (U/L)

分娩前２ヵ月 686.6 34.0 10.0 83.5 3.1 57.1 10.0 83.9 42.5

分娩前１ヵ月 653.9 32.8 9.6 79.7 3.3 60.4 11.7 84.5 44.2

分娩後１ヵ月 684.5 33.7 9.9 71.9 3.6 74.8 11.9 94.5 50.4

分娩前２ヵ月 597.8 30.7 9.4 82.9 3.4 67.8 10.0 80.3 63.9

分娩前１ヵ月 591.4 31.1 9.0 88.9 3.3 67.6 10.6 74.9 63.3

分娩後１ヵ月 628.4 33.4 9.7 78.4 3.4 77.5 10.3 80.1 79.9

区　  分

試験区

対照区

表10　分娩状況及び産子成績

出産予定

日との差
分娩状況 産次 性別 生時体重

(日) (産) (kg)

10 自然分娩 5 雌 28.0

2 自然分娩 3 雄 24.0

5 介助分娩 2 雌 27.5

7 自然分娩 7 雄 29.0

4 自然分娩 3 雄 31.0

平均 6 4.0 27.9

13 軽度介助 2 雄 44.5

-8 自然分娩 4 雌 24.5

6 自然分娩 2 雄 33.5

4 自然分娩 2 雌 34.0

10 軽度介助 4 雌 42.0

平均 5  2.8 35.7

試験区

対照区
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４ 繁殖雌牛用発酵 TMR の給与試験(追加試験)

(１) 分娩前後の経過

分娩前１週間の体重を０ kg とした分娩後４週

間までの体重の推移を図９に示した。

図９ 分娩前後の体重の推移

栄養度も５で推移し、飼料に起因する過肥や

削痩は認められず、産子についても異常は認め

られなかった。

(２) 異常行動

前試験と同様におおよそ 50%の牛でヘビ舌等の

異常行動が観察された。

このことから、消化性を抑えた粗飼料を使用し

ても、細断、発酵させた TMR では空腹ストレスを

抑制することは困難であると考えられた。

５ TMR 利用調査及び普及に向けた取り組み

(１) TMR 利用調査

本調査は、県内肉用牛農家 398 戸と酪農家 226

戸、計 624 戸の全養牛農家を対象に実施した。

回答は肉用牛農家で 154 戸、酪農家で 94 戸の計

248 戸、回答率 39.7%であった。

１) TMR の利用について

肉用牛農家の 57 戸、酪農家の 15 戸から｢利用

してみたい｣との回答があった(表 11)。

２) 利用予定がない理由

利用予定がない理由は、｢利点がわからない｣、

｢飼料単価が高くなる｣という TMR への理解が浸

透していない反面、すでに給与体系が確立され

ていたり、労働力が十分にあるなどの回答が半

数を超えた(表 12)。

３) TMR の利用対象家畜

肉用牛農家では、｢育成牛のみ｣と｢繁殖牛の

み｣が同率で差が見られなかった。酪農家では、

成牛のみとの回答が多かった(表 13)。

４) TMR を利用するときの配合割合の指定

肉用牛農家では、指定を希望する、しないの

回答が、それぞれ 50%であったのに対して、酪農

家では、指定を希望する農家が 74.1%を示した

(表 14)。

５) 機械の所有状況

TMR の運搬などに利用可能なトラクターは、

161 戸の農家が所有しており、77 戸の農家が

フォークリフトを、15 戸の農家が給餌車を所

有していた(表 15)。

TMR の梱包方法については、肉用牛農家で 40L

袋の希望が最も多く、酪農家では、500L フレコ

ンバックが最も多い結果を示した(表 16)。

６) TMR の混合主体粗飼料

また、主材料では、肉用牛農家ではイネ WCS

の希望が高く、酪農家では輸入乾草を希望する

割合が高い傾向を示した(表 17)。

７) TMR の設計及び調製

現在、TMR を利用している農家への TMR 調製に

関する質問では、肉用牛農家、酪農家ともに、

自分で調製する農家が多く、ついで飼料会社か

ら購入と回答する農家が多い結果となった。ま

た、自分で調製する農家でも飼料設計について

は、飼料会社、コンサルタントなどに依頼する

農家が多かった。飼料会社から購入する場合に

おいても、飼料設計はコンサルタントや飼料会

社に任せる傾向を示した(表 18)。

８) TMR センターの利用希望

54 戸(39.7%)の肉用牛農家で TMR センターの利

用を希望する回答があった半面、わからないと

回答する肉用牛農家が 51 戸(37.5%)と高い結果

となった(表 19)。

TMR の利用を希望する肉用牛農家 57 戸(成牛

481 頭、育成牛 296 頭)、酪農家 15 戸(成牛 650

頭、育成牛 67 頭)の県内分布を図９に示した。

これらのことから、TMR に興味はあるが、品質

の安定と飼料成分、設計の確認を望む農家が多

数であることが確認された。今後の TMR 利用推

進には、展示農場の拡大が必要と推察された。

(２) 普及に向けた取り組み

TMR 給与に係る給与設計をシミュレーションで

きる黒毛和種飼料設計ファイル(図 11)を作成し

た。日本飼養標準に基づき、黒毛和種の哺育から

育成までの栄養要求量を体重、増体量等の要素か

ら算出し、各ステージの給与量に対する養分充足

率を表示するように作成したもので、TMR の場合

では、基礎飼料として TMR 給与量を入力し、不足

する成分を単味飼料で調製できるように設計した

ものである。取り組みについては、関係者向け研

修会を開催し、設計ファイルの利用方法の講習及

びファイルの配布を行い、TMR の普及推進を行っ

た。
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表11　TMRの利用希望 (戸(%))

区分　

利用してみたい 57 ( 37.0 ) 15 ( 16.0 )

利用予定なし 88 ( 57.1 ) 46 ( 48.9 )

回答なし 9 ( 5.9 ) 33 ( 35.1 )

肉用牛農家 酪農家

表12　利用希望しない理由 (戸(%))

区分　

利点がわからない 19 ( 16.0 ) 7 ( 21.9 )

給与体系を変えたくない 48 ( 40.3 ) 3 ( 9.4 )

飼料単価が高くなる 24 ( 20.2 ) 9 ( 28.1 )

十分な労力がある 10 ( 8.4 ) 2 ( 6.3 )

その他 18 ( 15.1 ) 11 ( 34.4 )

肉用牛農家 酪農家

表13　利用対象家畜 (戸(%))

区分　

子牛から成牛全頭 31 ( 36.4 ) 4 ( 16.7 )

子牛・育成牛のみ 27 ( 31.8 ) 2 ( 8.3 )

成牛のみ 27 ( 31.8 ) 18 ( 75.0 )

肉用牛農家 酪農家

表15　機械の所有状況 (戸(%))

区分　

トラクター 115 ( 53.5 ) 46 ( 46.5 )

フォークリフト 44 ( 20.5 ) 33 ( 33.3 )

給餌車 8 ( 3.7 ) 7 ( 7.1 )

飼料運搬トラック 48 ( 22.3 ) 13 ( 13.1 )

肉用牛農家 酪農家

表17　TMR混合の主体粗飼料 (戸(%))

区分　

イネWCSを希望 51 ( 56.7 ) 7 ( 26.9 )

輸入乾草を希望 32 ( 35.6 ) 12 ( 46.2 )

その他(自給飼料など) 7 ( 7.7 ) 7 ( 26.9 )

肉用牛農家 酪農家

表14　TMR配合割合の指定 (戸(%))

区分　

指定を希望する 41 ( 50.0 ) 20 ( 74.1 )

指定を希望しない 41 ( 50.0 ) 7 ( 25.9 )

肉用牛農家 酪農家

表16　TMR利用に当たっての梱包方法 (戸(%))

区分　

40L小袋 43 ( 39.8 ) 4 ( 14.3 )

100Lフレコンバッグ 36 ( 33.3 ) 4 ( 14.3 )

500Lフレコンバッグ 27 ( 25.0 ) 15 ( 53.5 )

その他 2 ( 1.9 ) 5 ( 17.9 )

肉用牛農家 酪農家

図 10 利用を希望する農家の県内分布

図 11 黒毛和種飼料設計ファイル

６ TMR センター及び流通体制の県内整備の推進協

議

(１) 協議内容

発酵 TMR の給与試験結果及び TMR 利用調査結果

をもとに、TMR 供給センターの県内整備の推進に

向けて関係機関と協議を進めたが、取り組みに前

向きな意見はなかった。また、発酵 TMR について

は、当面の間、地域にモデルとなる実証農家を設

置し、生産者の理解を深めた上で、その利用を推

表18　TMRの設計及び調製 (戸(%))

調製 設計

自己 自己 8 ( 38.1 ) 6 ( 16.2 )

飼料会社、コンサル 2 ( 9.5 ) 16 ( 43.2 )

業者 自己 1 ( 4.8 ) 0 (   0.0 )

飼料会社、コンサル 1 ( 4.8 ) 3 ( 8.1 )

購入 自己 1 ( 4.8 ) 1 ( 2.7 )

飼料会社、コンサル 8 ( 38.1 ) 11 ( 29.7 )

※(　)内は全体割合を示す

区分　
肉用牛農家 酪農家

設定：

基礎飼料 現物kg 現物％ kg単価 左記飼料成分 現物中％ 基礎飼料に追加 給与量
TDN･CP充足の

ための過不足

小麦ワラ（Wheat　Straw） 3.0 20.66 45 水分 50.04 基礎飼料 13.6 -0.5 kg 種類 和牛 妊娠日数 225

繁殖用連産きらきら 58 ＣＰ 4.75 余白 雌 胎子の増体量

脱脂大豆フレーク 0.6 4.13 82 ＮＦＥ 27.75 余白 離乳 娩出時体重

圧偏トウモロコシ 0.4 2.75 48 ＡＤＦ 17.06 余白 繁殖 泌乳量

一般ふすま 0.6 4.13 ＮＤＦ 27.77 余白 50.0 発育σ 標準

水 1.7 11.85 55 ＴＤＮ 30.82 余白 485.0 1.8 σ 453.6

イタリアンライグラスストロー 40 Ca 0.03 余白 －

ﾗｲｸﾞﾗｽｽﾄﾛｰ/輸入 40 Ｐ 0.09 余白 129.5 129.5

茶殻 0.3 2.07 ＮＦＣ 13.34 原物給与量(kg/d) 13.6 183.8 183.8

イネ（たちあやか・糊熟） 7.5 51.65 ｅＮＤＦ 0.03

醤油粕 0.4 2.75 Ｎａ 0.08 乾物中％

余白 ビタミンＡ 現物１kg中IU ＤＭ 100.0 － 6.79 106.3

余白 ｶﾛﾃﾝ　 mg/kg 26.86 ＴＤＮ 61.7 63.3 4.19 103.6

余白 換算VA IU/kg 10,743.80 ＣＰ 9.5 8.4 646.22 120.1

余白 添加VA IU/kg 12,926.14 ＣＰｄ 0.0 8.4 3.08 0.6

余白 合計VA IU/kg 23,669.94 ＣＰｕ 0.1 6.68 #DIV/0!

余白 原料割合 ％ ＮＤＦ 55.6 30.0 3.78 197.0

余白 粗飼料 72.31 ｅＮＤＦ 0.1 25.0 0.00 0.2

余白 穀類 6.89 ＮＦＣ 26.7 25.0 1.81 113.6

余白 製造粕類 6.89 Ca 0.1 0.2 4.26 28.5

余白 油粕類 Ｐ 0.2 0.3 11.60 72.6

余白 配合 第一胃飼料通過速度

合計 14.5 100.00 297 ＤＭ 7.25 ＤＣＡＤ -0.10

15.98  g/日 

2.12  %/時 

537.90  g/日 

1.92 kg/日 

1.60 kg/日 

1.60 kg/日 

14.94  g/日 

537.90  g/日 

月齢

体重

日齢増体重

体高

胸囲

量

6.39 kg/日 

4.04 kg/日 

養分名
ＤＭ
％

要求量

肉用牛の哺乳・育成・肥育用飼料の設計

設計の対象

性別

哺乳･離乳

繁殖･育成･肥育

給与量
(g，kg)

充足率
％

表19　TMRセンターの利用希望 (戸(%))

区分　

利用したい 54 ( 39.7 ) 19 ( 24.4 )

利用しない 31 ( 22.8 ) 31 ( 39.7 )

わからない 51 ( 37.5 ) 28 ( 35.9 )

肉用牛農家 酪農家
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進することとなった。

(２) 協議内での意見

協議内で提出された意見は、次のとおりであっ

た。

１) 推進に不可欠な核となる組織・団体・人材

がいない。

２) 生産者の理解が十分でなく、利用者の把握

が不十分である。

３) 生産者団体の取り組み意識が希薄である。

４)わずかな給与試験成績と１回のアンケートの

みでは情報量が少なく、推進に向けて理解を

得られない。

５) 施設の維持・運営に必要な需要量の把握が

不十分である。

６) 地域に実証モデル農家を設置し、良好な発

育や生産物の高値取引等の展示を進めること

で、生産者の理解を深める取組が必要である。

まとめ

今回実施したイネ WCS と地域資源を利用した発

酵 TMR の給与試験の結果から、40L 小袋を利用し

た発酵 TMR は、育成牛では発育に問題がなく、嗜

好性も良好であったことから、今後、高齢者や女

性でも利用ができる飼料として需要が高まること

が期待される。

しかし、繁殖雌牛では、空腹ストレスによるヘ

ビ舌等異常行動が解消されなかったことから、更

なる検討が必要な結果となった。今後、飼料メー

カーと連携して、更なる品質改善により流通飼料

として県内肉用牛繁殖経営に寄与できるよう進め

ていきたい。

また、県内一円を網羅する TMR センターの整備

について検討したが、需要量及び農家の梱包希望

に、継続的な見通しが立たないことなどから、現

状では困難と考えられた。
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